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オ
ラ
ン
ダ
の
著
名
な
中
国
学
者
で
あ
り
、
外

交
官
と
し
て
数
度
に
わ
た
り
日
本
に
も
滞
在
し

た
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ァ
ン
・
ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
（
中
国

名
：
高
羅
佩
）
が
創
作
し
た
、
狄
デ
ィ
ー

判
事
の
活
躍

す
る
探
偵
小
説
全
十
六
作
品
の
う
ち
、
若
き
判

事
の
最
初
の
事
件
を
描
く『
東
方
の
黄
金
』が
、

和
爾
桃
子
に
よ
る
新
訳
で
ハ
ヤ
カ
ワ
書
房
の
ポ

ケ
ッ
ト
・
ミ
ス
テ
リ
ー
に
収
録
さ
れ
た
（
最
新

刊
は
二
〇
〇
八
年
二
月
『
紫
雲
の
怪
』）。

　

中
国
で
は
伝
統
的
に
官
吏
の
査
督
、
民
情
の

視
察
、
犯
罪
の
捜
査
の
た
め
に
判
事
（
知
事
／

検
察
／
裁
判
官
を
兼
務
す
る
存
在
）
が
私
行
し
て

謎
を
解
き
、
裁
判
で
見
事
な
裁
き
を
見
せ
る
公

案
小
説
の
人
気
が
高
く
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
娯

楽
時
代
劇
シ
リ
ー
ズ
も
次
々
と
制
作
さ
れ
て
い

る
。
ち
ょ
う
ど
日
本
の
水
戸
黄
門
や
大
岡
政
談

な
ど
に
相
当
す
る
お
な
じ
み
の
物
語
だ
。

　

ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
は
唐
の
武
則
天
の
時
代
に
実

在
し
た
名
宰
相
の
狄デ
ィ
ー

仁レ
ン
ジ
エ傑

を
主
人
公
に
、
犯

罪
や
裁
判
に
か
ん
す
る
中
国
の
古
典
小
説
か
ら

材
を
取
り
、
西
洋
の
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
の
手
法

と
緻
密
な
合
理
性
で
新
た
に
構
築
し
た
一
連
の

小
説
を
英
語
で
執
筆
し
た
。
物
語
の
展
開
と

謎
解
き
の
面
白
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
登
場

人
物
の
造
形
、
事
件
の
舞
台
と
な
る
中
国
の

都
市
や
背
景
描
写
の
細
部
に
ま
で
、
作
者
の
中

国
文
化
に
か
ん
す
る
深
い
知
識
が
反
映
さ
れ

て
い
て
、
ジ
ャ
ッ
ジ
・
デ
ィ
ー
シ
リ
ー
ズ
は
、

欧
米
で
は
「
中
国
も
の
」
の
小
説
の
定
番
と
し

て
絶
大
な
人
気
を
誇
る
。
英
語
の
原
作
は
数

社
か
ら
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
版
が
出
て
い
る
が
、

Chicago U
niversity Press 

の
新
装
版
が
全

作
品
を
収
録
し
て
い
て
入
手
も
し
や
す
い
。

　

邦
訳
の
第
一
作
『
迷
路
の
殺
人
』（
魚
返
善
雄

訳
）
が
、
英
文
の
原
作
の
刊
行
に
先
駆
け
て
講

談
社
か
ら
初
め
て
世
に
出
た
の
は
、
一
九
五
一

年
の
こ
と
で
あ
る
。
著
者
名
は
英
語
読
み
の

ヴ
ァ
ン
・
グ
ー
リ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
。
一
九

五
三
年
に
は
中
国
の
白
話
章
回
小
説
の
体
裁
に

倣
っ
た
ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
自
身
に
よ
る
中
国
語
訳

『
狄
仁
傑
奇
案
』（
南
洋
印
刷
社
公
司
）
が
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
刊
行
さ
れ
、
次
い
で
一
九
六
五
年

に
『
東
方
の
黄
金
』
の
旧
訳
に
あ
た
る
『
黄
金

の
殺
人
』（
沼
野
越
子
訳
）
が
東
都
書
房
か
ら
刊

行
さ
れ
て
い
る
。
さ
き
の
『
迷
路
の
殺
人
』
は

一
九
八
一
年
に
『
中
国
迷
宮
殺
人
事
件
』
と
改

題
、原
著
の
江
戸
川
乱
歩
の
序
文
を
解
説
と
し
、

新
た
に
松
本
清
張
の
序
文
を
添
え
て
講
談
社
文

庫
に
収
録
さ
れ
た
。

新
訳
で
読
む
狄
公
案
あ
る
い
は
狄
デ
ィ
ー
判
事
の
物
語
（
上
）

那
須
野
　
巧

ロ
バ
ー
ト
・
フ
ァ
ン
・
ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
著
／

和
爾
桃
子
訳

東
方
の
黄
金
　
ほ
か
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狄
判
事
の
物
語
が
日
本
の
読
者
に
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
九
年
に

な
っ
て
『
中
国
梵
鐘
殺
人
事
件
』（
松
平
い
を
子

訳
）、『
中
国
黄
金
殺
人
事
件
』（
大
室
幹
雄
訳
）、

『
中
国
湖
水
殺
人
事
件
』（
大
室
幹
雄
訳
）、『
中

国
鉄
釘
殺
人
事
件
』（
松
平
い
を
子
訳
）
初
期
作

品
全
四
冊
の
選
集
が
三
省
堂
よ
り
一
気
に
刊
行

さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の
か
な

り
凝
っ
た
装
丁
デ
ザ
イ
ン
の
本
で
、
評
者
も
こ

の
選
集
で
狄
判
事
を
知
り
、
唐
代
の
都
市
を

舞
台
に
し
た
知
的
ミ
ス
テ
リ
ー
を
大
室
幹
雄
の

解
説
と
と
も
に
大
い
に
楽
し
ん
だ
ひ
と
り
で
あ

る
。
そ
の
後
、
松
平
い
を
子
は
『
中
国
迷
路
殺

人
事
件
』
を
改
訳
し
て
一
九
九
五
年
に
ち
く
ま

文
庫
に
収
録
、
シ
リ
ー
ズ
初
期
の
五
作
品
の
翻

訳
が
出
揃
っ
た
の
ち
、
引
き
続
き
新
シ
リ
ー
ズ

の
翻
訳
に
着
手
し
て
『
デ
ィ
ー
判
事
／
四
季
屏

風
殺
人
事
件
』
が
一
九
九
九
年
に
訳
し
下
ろ
し

で
中
公
文
庫
に
入
っ
た
も
の
の
、
訳
者
の
逝
去

に
よ
り
他
の
作
品
の
日
本
語
訳
は
ず
っ
と
中
断

状
態
に
な
っ
て
い
た
。

　

ポ
ケ
ミ
ス
の
和
爾
桃
子
に
よ
る
新
訳
は
、
二

〇
〇
一
年
刊
行
の
『
真
珠
の
首
飾
り
』
に
始
ま

り
『
紫
雲
の
怪
』
で
十
一
作
品
を
数
え
る
。『
東

方
の
黄
金
』
の
ほ
か
に
『
北
雪
の
釘
』
が
『
中

国
鉄
釘
殺
人
事
件
』
の
改
訳
で
あ
る
こ
と
を
除

く
と
、
他
の
九
作
品
は
い
ず
れ
も
新
シ
リ
ー
ズ

か
ら
の
初
め
て
の
邦
訳
。
今
後
は
未
訳
作
品
の

新
訳
と
既
刊
の
改
訳
と
を
交
互
に
進
め
ら
れ
る

由
で
あ
る
。
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
台
湾
に
お

い
て
も
臉
譜
出
版
か
ら
全
作
品
の
中
文
訳
「
狄

公
案
」
シ
リ
ー
ズ
（
繁
体
字
／
縦
書
、
巻
ご
と
の

分
担
に
よ
る
共
訳
）
が
刊
行
さ
れ
、
二
〇
〇
六

年
に
は
大
陸
で
も
海
南
出
版
社
と
三
環
出
版

社
が
合
同
で
全
作
品
の
漢
語
訳
（
簡
体
字
／
横

書
）
を
収
録
し
た
『
大
唐
狄
公
案
』
と
題
す
る

新
装
版
（
四
巻
本
）
を
再
刊
し
た
。
た
だ
し
大

陸
の
漢
語
訳
は
八
十
年
代
に
行
な
わ
れ
た
複
数

の
訳
者
に
よ
る
共
同
翻
訳
で
あ
る
。
こ
う
し
て

ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
の
創
作
し
た
狄
公
案
を
日
本
語

と
中
国
語
の
新
訳
で
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
何
よ
り
嬉
し
い
。
原
作
の
刊
行
順
に
邦
訳

と
中
文
訳
の
タ
イ
ト
ル
一
覧
を
掲
げ
て
お
く
。

《
狄
判
事
シ
リ
ー
ズ
作
品
一
覧
》

⑴ T
he Chinese M

aze M
urders 

（1952

）

『
迷
路
の
殺
人
』
魚
返
善
雄
訳
、
大
日
本
雄

弁
会
講
談
社
（
一
九
五
一
年
）
／
『
中
国
迷

宮
殺
人
事
件
』（
改
題
）
魚
返
善
雄
訳
、
講
談

〈狄
ディー

判事〉シリーズ各国版より

●
台
湾
　「
狄
公
案
」
シ
リ
ー
ズ   

（
臉
譜
出
版
）　

●
中
国
　『
大
唐
狄
公
案
』   

（
海
南
出
版
社
・
三
環
出
版
社
）　

●
ア
メ
リ
カ
　A

 Judge D
ee M

ystery

（The U
niversity of C

hicago Press

）　
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社
文
庫
（
一
九
八
一
年
）
／
『
中
国
迷
路
殺

人
事
件
』
松
平
い
を
子
訳
、ち
く
ま
文
庫
（
一

九
九
五
年
）
／
狄
公
案
⑩
《
迷
宮
奇
案
》
姜

漢
森
・
姜
漢
椿
訳
、
臉
譜
出
版
（
二
〇
〇
二
年
）

⑵T
he Chinese Bell M

urders  

（1958

）

『
中
国
梵
鐘
殺
人
事
件
』
松
平
い
を
子
訳
、

三
省
堂
書
店（
一
九
八
九
年
）／
狄
公
案
⑤《
銅

鐘
奇
案
》
申
霞
・
姜
逸
青
訳
、
臉
譜
出
版
（
二

〇
〇
一
年
）

⑶T
he Chinese Gold M

urders 
（1959
）

『
黄
金
の
殺
人
』
沼
野
越
子
訳
、
東
都
書
房

（
一
九
六
五
年
）
／
『
中
国
黄
金
殺
人
事
件
』

大
室
幹
雄
訳
、
三
省
堂
書
店
（
一
九
八
九
年
）

／『
東
方
の
黄
金
』和
爾
桃
子
訳
、ハ
ヤ
カ
ワ
・

ミ
ス
テ
リ
1
8
0
4
（
二
〇
〇
七
年
）
／
狄

公
案
①
《
黄
金
奇
案
》
陳
海
東
訳
、
臉
譜
出

版
（
二
〇
〇
〇
年
）

⑷T
he Chinese Lake M

urders  

（1960

）

『
中
国
湖
水
殺
人
事
件
』
大
室
幹
雄
訳
、
三

省
堂
書
店
（
一
九
八
九
年
）
／
狄
公
案
③
《
湖

濱
奇
案
》季
振
東
・
康
美
君
訳
、臉
譜
出
版（
二

〇
〇
一
年
）

⑸T
he Chinese N

ail M
urders  

（1961

）

『
中
国
鉄
釘
殺
人
事
件
』
松
平
い
を
子
訳
、

三
省
堂
書
店
（
一
九
八
九
年
）
／
『
北
雪
の

釘
』
和
爾
桃
子
訳
、
ハ
ヤ
カ
ワ
・
ミ
ス
テ
リ

1
7
9
3
（
二
〇
〇
六
年
）
／
狄
公
案
⑫
《
鐵

針
奇
案
》
張
宏
訳
、臉
譜
出
版（
二
〇
〇
二
年
）

⑹T
he Red Pavilion 

（1961

）

『
紅
楼
の
悪
夢
』
和
爾
桃
子
訳
、
ハ
ヤ
カ
ワ
・

ミ
ス
テ
リ
1
7
5
2
（
二
〇
〇
四
年
）
／
狄

公
案
⑥《
紅
閣
子
奇
案
》
梁
甦
・
王
仁
芳
訳
、

臉
譜
出
版
（
二
〇
〇
一
年
）

⑺T
he H

aunted M
onastery 

（1961

）

『
雷
鳴
の
夜
』
和
爾
桃
子
訳
、
ハ
ヤ
カ
ワ
・
ミ

ス
テ
リ
1
7
2
9
（
二
〇
〇
三
年
）
／
狄
公

案
④
《
朝
雲
觀
奇
案
》
印
永
清
訳
、
臉
譜
出

版
（
二
〇
〇
一
年
）

⑻T
he Lacquer Screen 

（1962

） 

『
デ
ィ
ー
判
事
／
四
季
屏
風
殺
人
事
件
』
松

平
い
を
子
訳
、
中
公
文
庫
（
一
九
九
九
年
）

／
狄
公
案
②《
漆
畫
屏
風
奇
案
》黄
禄
善
訳
、

臉
譜
出
版
（
二
〇
〇
一
年
）

⑼T
he Em

peror

’s Pearl 
（1963
）

『
白
夫
人
の
幻
』
和
爾
桃
子
訳
、
ハ
ヤ
カ
ワ
・

ミ
ス
テ
リ
1
7
8
9
（
二
〇
〇
六
年
）
／
狄

公
案
⑨
《
御
珠
奇
案
》
朱
振
武
訳
、
臉
譜
出

版
（
二
〇
〇
二
年
）

⑽T
he W

illow
 Pattern 

（1965

）

『
柳
園
の
壺
』
和
爾
桃
子
訳
、
ハ
ヤ
カ
ワ
・
ミ

ス
テ
リ
1
7
7
4
（
二
〇
〇
五
年
）
／
狄
公

案
⑬
《
柳
園
圖
奇
案
》
金
迪
・
李
振
宇
訳
、

臉
譜
出
版
（
二
〇
〇
二
年
）

⑾T
he M

onkey and the T
iger  

（1965

）

　
［
中
編
集
］

狄
公
案
⑮
《
斷
指
奇
案
》
徐
斐
訳
、
臉
譜
出

版
（
二
〇
〇
二
年
）

⑿T
he Phantom

 of the T
em

ple  

（1966

）

『
紫
雲
の
怪
』
和
爾
桃
子
訳
、
ハ
ヤ
カ
ワ
・
ミ

ス
テ
リ
ー
1
8
0
9
（
二
〇
〇
八
年
）
／
狄

公
案
⑪
《
紫
雲
寺
奇
案
》
張
弘
訳
、
臉
譜
出

版
（
二
〇
〇
二
年
）

⒀M
urder in Canton

 

（1966

）

『
南
海
の
金
鈴
』
和
爾
桃
子
訳
、
ハ
ヤ
カ
ワ
・

ミ
ス
テ
リ
1
7
8
1
（
二
〇
〇
六
年
）
／
狄

公
案
⑭
《
廣
州
奇
案
》
韓
忠
華
訳
、
臉
譜
出

版
（
二
〇
〇
二
年
）

⒁N
ecklace and Calabash

 

（1967

）

『
真
珠
の
首
飾
り
』和
爾
桃
子
訳
、ハ
ヤ
カ
ワ
・
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ミ
ス
テ
リ
1
6
9
8
（
二
〇
〇
一
年
）
／
狄

公
案
⑧
《
玉
珠
串
奇
案
》
金
昭
敏
訳
、
臉
譜

出
版
（
二
〇
〇
一
年
）

⒂Judge D
ee at W

ork 

（1967

）

『
五
色
の
雲
』
和
爾
桃
子
訳
、
ハ
ヤ
カ
ワ
・
ミ

ス
テ
リ
1
7
6
3
（
二
〇
〇
五
年
）［
短
編
集
］

／
狄
公
案
⑯
《
太
子
棺
奇
案
》
胡
洋
訳
、
臉

譜
出
版
（
二
〇
〇
二
年
）

⒃Poets and M
urder  

（1968
）

『
観
月
の
宴
』
和
爾
桃
子
訳
、
ハ
ヤ
カ
ワ
・
ミ

ス
テ
リ
1
7
4
4
（
二
〇
〇
三
年
）
／
狄
公

案
⑦《
黒
狐
奇
案
》陸
鈺
明
訳
、臉
譜
出
版（
二

〇
〇
一
年
）

　　

ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
は
中
国
の
白
話
章
回
小
説
の

ス
タ
イ
ル
に
倣
い
、
初
期
作
品
で
は
各
章
の
始

め
に
「
回
目
」
と
呼
ば
れ
る
二
行
の
演
題
を
英

語
で
つ
け
て
い
る
。
邦
訳
で
も
中
文
訳
で
も
こ

れ
を
白
話
小
説
仕
立
て
に
翻
訳
し
て
お
り
、
そ

の
格
調
が
ま
た
見
事
。
た
と
え
ば
シ
リ
ー
ズ
の

発
端
と
な
る
重
要
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る

『
東
方
の
黄
金
』
第
二
章
の
回
目
の
英
文
を
見

て
み
よ
う
。

A
 strenuous sw

ord duel is broken off 
undecided; four m

en drink w
ine in 

the hostel of Y
en-chow

（
激
し
い
剣
の
応

酬
は
引
き
分
け
に
終
わ
り
、
四
人
の
男
は
燕
州

の
宿
で
酒
を
飲
む
）

　

日
本
語
訳
は
参
考
ま
で
に
評
者
が
仮
に
つ
け

た
も
の
。
セ
ミ
コ
ロ
ン
で
区
切
っ
て
対
句
風
に

し
て
い
る
も
の
の
、
英
語
で
は
字
数
や
音
節
を

揃
え
る
の
は
も
ち
ろ
ん
至
難
の
技
だ
。
和
爾
桃

子
の
新
訳
で
は
、
日
本
語
と
し
て
対
句
ふ
う
に

な
る
よ
う
に
漢
字
か
な
交
じ
り
十
一
文
字
の
対

で
リ
ズ
ム
と
字
数
を
き
っ
ち
り
揃
え
て
い
る
。

勝
負
つ
か
ず
に
白
刃
を
引
き

燕イ
エ
ン
チ
ョ
ウ
州
の
宿
舎
で
杯
を
交
わ
す

次
に
本
家
の
中
文
訳
で
は
当
然
な
が
ら
七
文
字

の
完
璧
な
対
句
を
な
す
。

比
武
藝
雨
龍
顯
威

會
俠
士
狄
公
納
才

（
武
芸
を
競
え
ば
雨
龍
が
そ
の
威
を
発
揮
し

侠
客
に
会
っ
て
狄
公
は
そ
の
才
を
受
入
る
）

　

中
文
訳
は
い
わ
ば
章
回
小
説
の
回
目
を
復
元

す
る
作
業
な
の
だ
が
、
内
容
は
英
語
の
表
現
を

離
れ
た
か
な
り
の
意
訳
と
な
っ
て
い
る
。
回
目

の
訳
に
か
ん
し
て
言
え
ば
、
中
文
訳
よ
り
も
日

語
訳
の
ほ
う
が
原
文
の
英
語
に
忠
実
に
、
し
か

も
中
国
小
説
の
回
目
の
対
句
の
風
格
を
も
表
現

し
よ
う
と
し
た
工
夫
が
見
て
取
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
中
国
大
陸
出
版
の
漢
語
訳
で
は
、

回
目
が
省
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な

く
、
章
立
て
も
原
著
と
は
大
き
く
異
な
る
。
原

作
の
人
物
配
置
や
ス
ト
ー
リ
ー
を
踏
ま
え
て
は

い
る
も
の
の
、
本
文
の
至
る
所
に
英
語
の
文
章

表
現
を
ま
っ
た
く
尊
重
し
て
い
な
い
脚
色
や
創

作
の
部
分
が
あ
ま
り
に
多
く
、
原
作
の
緻
密
な

構
成
を
軽
ん
じ
、
著
者
の
中
国
文
化
に
対
す
る

深
い
理
解
に
も
敬
意
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
は

残
念
で
な
ら
な
い
。
大
陸
の
読
者
で
英
文
の
原

作
を
参
照
す
る
機
会
の
あ
る
ひ
と
は
稀
で
あ
ろ

う
か
ら
、
原
作
に
忠
実
で
し
か
も
風
格
あ
る
台

湾
刊
行
の
中
文
訳
が
、
大
陸
で
も
新
訳
と
し
て

出
版
さ
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
切
望
す
る
。

　

さ
て
さ
て
、
狄
判
事
の
活
躍
す
る
小
説
の
本

文
で
は
、
は
た
し
て
い
か
な
る
翻
訳
上
の
工
夫

が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
、
ま

ず
は
次
の
回
で
の
分と
き
あ
か
し解を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　
　

 　

  

（
な
す
の
・
た
く
み　

中
国
語
教
師
）


